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六
月
十
日
頃
か
ら
「
う
し
く
ア
ヤ
メ
園
」
の
花
菖
蒲
は 

見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
、
ア
ヤ
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ヤ
メ
園
に
来
園
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
多
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
月
・
木
曜
日
の
定
例

作
業
の
日
（
雨
で
作
業
が
で
き
な
い
場
合
は
翌
日
に
順
延
） 

や
、
土
・
日
曜
日
に
も
臨
時
で
八
時
か
ら
十
六
時
ご
ろ
ま 

で
管
理
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

最
近
は
市
内
や
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
自
立
支

援
施
設
の
方
々
が
多
く
来
園
さ
れ
、
介
護
師
の
人
た
ち
と

楽
し
く
時
を
過
ご
さ
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

先
日
は
、
水
戸
の
方
か
ら
観
光
バ
ス
の
一
行
が
来
園
さ

れ
「
一
本
一
本
の
花
が
と
て
も
き
れ
い
！
」
と
作
業
す
る

私
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
日
差
し
の
強
い
中
、

汗
を
流
し
て
い
る
私
た
ち
が
一
番
喜
び
を
感
じ
る
一
言
で

す
。
今
年
は
、
水
の
管
理
（
配
管
の
調
整
等
）
を
よ
く
し

た
た
め
か
、
例
年
に
な
く
一
面
に
水
張
り
が
良
く
、
メ
ダ

カ
や
カ
エ
ル
・
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
水
生
生
物
が
多
く
見
ら

れ
、
大
人
も
子
供
も
花
菖
蒲
の
畝
の
間
を
列
を
つ
く
っ
て
泳

ぐ
姿
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
花
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
ま
す
と
「
株
分
け
」

の
作
業
が
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
株
分
け
は
夏
の
暑
い
時
期

に
済
ま
せ
な
い
と
、
根
の
活
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
秋
に
入
り

生
育
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
時
間
の
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
泥
ま
み
れ
の
覚
悟
で
格
闘
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
花
菖
蒲
ば
か
り
で
な
く
周
り
の
環
境
に
も
気

を
配
り
、
ア
ヤ
メ
園
か
ら
牛
久
沼
の
水
面
が
一
望
で
き
る

よ
う
に
、
稲
荷
川
の
土
手
の
草
刈
も
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
り
一
層
「
う
し
く
ア
ヤ
メ
園
」
を
育
て
て
い
く

思
い
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 
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第
四
回
、
第
五
回
の
調
査
に
参
加
し
て 

今
回
は
都
合
で
第
四
回
の
五
月
二
十
四
日
（
土
）
と
第

五
回
の
六
月
一
日
（
日
）
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。
先

ず
第
四
回
目
。
こ
の
日
は
生
憎
の
曇
で
目
の
覚
め
る
よ
う

な
緑
を
楽
し
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
日
の
方
が
か
え
っ
て
物
の
形
が
は
っ
き
り
と
見
え

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
郷

里
の
新
潟
は
こ
ん
な
日
が
多
い
の
で
、
多
分
心
が
落
ち
着
く

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
こ
れ
を
密
か
に
北
陸
の
空
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
昭
和
二
十
年
頃
の
高
田
測
候

所
に
よ
れ
ば
、同
地
方
で
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
日
は
年
間
に

三
日
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
発
表
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 
本
題
に
戻
り
ま
す
。
当
日
は
朝
八
時
半
市
役
所
玄
関
前

に
十
四
名
集
合
（
内
女
性
三
名
）。
目
的
地
の
第
一
は
桂

町
の
中
山
良
夫
氏
宅
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
第
二
は
島
田
町
の

永
沼
正
夫
氏
宅
の
ケ
ヤ
キ
二
本
と
ス
ギ
及
び
サ
イ
カ
チ
等

で
す
。
都
合
で
調
査
は
当
初
の
予
定
よ
り
縮
小
。
樹
高
Ｇ

も
三
年
目
で
あ
り
測
定
は
順
調
に
進
み
、
十
一
時
頃
に
作

業
は
終
了
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
飯
田
、
田
澤
、
平
塚
、

増
田
の
四
名
は
宿
題
で
あ
っ
た
井
ノ
岡
町
の
六
十
塚
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
（
こ
れ
の
花
期
は
見
事
で
す
）
の
再
調
査
に
向
か

い
ま
し
た
。
こ
の
木
は
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
塚
の
上
に
あ

り
、
し
か
も
三
、
四
メ
ー
ト
ル
の
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
藪
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
測
定
出
来
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、新
兵
器
？
の
レ
ー
ザ
ー
測
高
器
ト
ゥ
ル
ー
パ
ル
ス
を
使

い
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
測
定
は
完
了
し
ま
し
た
。
作
業
は

十
二
時
終
了
。
実
際
に
こ
の
器
具
は
大
し
た
も
の
で
、
あ

ま
り
良
い
例

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
太
平

洋
戦
争
当
時

の
米
海
軍
の

レ
ー
ダ
ー
の

如
き
優
秀
さ

で
し
た
。 

 

第
五
回
目
、

六
月
一
日

（
日
）
の
調
査

の
第
一
は
牛

久
町
の
名
児

耶
清
吉
氏
宅

の
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
、
第
二
は
田
宮
町
の
確
実

園
（
川
原
田
邦
彦
社
長
）
の
ハ
ン
カ
チ
ノ
キ
で
し
た
。
集
合

は
市
役
所
玄
関
前
に
九
時
四
十
分
、
牛
久
駅
西
口
に
九
時

五
十
分
と
し
、
最
終
的
に
は
十
七
名
が
集
合
（
内
女
性
四

名
）。
こ
の
日
は
前
回
と
打
っ
て
変
っ
て
五
月
晴
れ
の
上
天

気
。
木
々
の
緑
が
眼
に
痛
い
ほ
ど
の
一
日
で
し
た
。
確
実

園
の
ハ
ン
カ
チ
ノ
キ
は
以
前
と
ち
が
っ
て
深
い
ヤ
ブ
の
中
に

移
動
し
て
お
り
、
樹
高
測
定
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
く
、
今

後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
作
業
終
了
は
十
二
時
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
牛
久
の
巨
木
や
古
木
の
多
さ
に
は
驚
か
さ

れ
ま
す
。
わ
が
郷
里
の
山
村
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
近
は
雪
が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
か
つ
て
は
確
か
に
冬
は

豪
雪
と
寒
さ
の
『
北
越
雪
譜
』
の
世
界
で
し
た
か
ら
。
一

方
、
古
代
か
ら
豊
穣
と
い
わ
れ
た
こ
こ
常
陸
の
国
は
天
災
も

少
な
く
気
候
も
穏
や
か
で
、
木
々
は
伸
び
伸
び
と
育
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
生
物
に
優
し
い
環
境
を
失
い
た
く
な

い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完 

 

 

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告 

田
澤 

七
郎 

 

 
トゥルーパスルによる樹高測定 戸塚 08.5.24 
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新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

 

森
は
み
ん
な
の
宝
物
！ 

 

会
員
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
森
へ
！ 

新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

『
観
察
の
森
☆
も
っ
と
い
い
場
所
増
や
し
隊
』
発
足
！ 

 

七
月
以
降
、
牛
久
自
然
観
察
の
森
内
の
野
外
施
設
の
改

修
作
業
や
ベ
ン
チ
作
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
月

一
回
の
頻
度
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
次
回
以
降
は
里
山
の
会

会
員
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ン
の
大
学
生
の
参
加
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
森
を
拠
点
に
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
を
広
げ
て

行
き
ま
し
ょ
う
！
と
い
う
こ
と
で
そ
の 

第
一
弾
は
「
カ
ッ

パ
沼
の
竹
柵
交
換
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
作
業
を
行
い
ま
す
！
こ

れ
は 

長
期
間
の
使
用
で
強
度
が
落
ち
て
折
れ
て
し
ま
っ

た
竹
柵
の
交
換
を
行
う
活
動
で
す
。
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
自

信
の
あ
る
方
、
覚
え
た
い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
活
動
日
】 

七
月
九
日
水
曜
日 

午
後
一
時～

四
時
三
〇
分 

（
雨
天
決
行
） 

 

※ 

使
用
す
る
道
具
の
都
合
上
、
参
加
希
望
の
方
は
前

日
ま
で
に
お
電
話
に
て
お
知
ら
せ
下
さ
い 

牛
久
自
然
観
察
の
森029-874-6600

（
担
当
／
渡
邊
） 

☆ 

お
知
ら
せ
☆
観
察
の
森
第
１
駐
車
場
ト
イ
レ
が
ウ

オ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
式
に
変
わ
っ
て
更
に
使
い
易
く
な
り

ま
し
た
。
来
園
時
に
ぜ
ひ
ご
確
認
下
さ
い
！ 

    

う
し
く
里
山
の
会
全
体
事
業
「
結
束
町
み
ど
り
の
保
全

区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦
」
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

七
月
は
十
九
日
と
二
十
日
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
元
気
な

森
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
な
お
、
八
月
は
お
休
み
と

な
り
ま
す
。 

 

七
月
十
九
日(

土)

午
後
一
時～

三
時
三
〇
分 

 

七
月
二
十
日(

日)

午
後
一
時～

三
時
三
〇
分 

集
合
場
所
・
時
間
↓
い
ず
れ
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
一
階

倉
庫
前
・
予
約
不
要
（
雨
天
中
止
／
強
風
時
も
中
止
） 

持
ち
物
↓
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
（
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
） 

※
各
種
の
暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ
を
持
参
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。 

※
刈
払
い
機
や
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の

使
用
は
資
格

所
有
者
に
限

り
ま
す
。 

問
合
せ
先 

 
029-874-6600 

担
当
：
石
神 

  

 

第
三
回
目 

活
動
日 

五
月
十
七
日 

九
時
〜
十
一
時 

参
加
者 

二
十
二
名 

 

（
会
員
七
名
・
一
般
参
加
者
十
五
名
（
六
家
族
） 

活
動
内
容 

除
草
、
芽
か
き
、
土
寄
せ
、
畝
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 

さ
つ
ま
い
も
畝
づ
く
り
か
ら
植
付
け 

じ
ゃ
が
い
も
の
芽
か
き
と
土
寄
せ
は
除
草
を
し
な
が
ら
の

仕
事
。
キ
タ
ア
カ
リ
と
ア
ン
デ
ス
レ
ッ
ド
は
目
だ
っ
て
生
育

良
好
。
男
爵
と
メ
イ
ク
イ
ン
は
若
干
ゆ
っ
く
り
し
た
生
育
。 

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
と
そ
の
卵
の
駆
除
。
今
年
の
種
芋
か

ら
の
部
分
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。 

里
芋
の
発
芽
は
目
に
留
ま
り
に
く
い
の
で
、
目
印
と
し
て
棒

を
立
て
る
。 

さ
つ
ま
い
も
の
植
え
付
け
は
、男
性
会
員
が
技
量
を
発
揮
し

て
畝
づ
く
り
。
前
年
の
芋
か
ら
発
芽
し
て
育
っ
て
い
た
も
の

を
堀
な
が
ら
、
四
〇
セ
ン
チ
間
隔
程
度
に
植
え
込
み
箇
所

も
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
般
参
加
者
の
人
は
苗
を
持
っ

て
二
畝
に
横
並
び
で
待
望
の
さ
つ
ま
い
も
の
植
え
付
け
を

体
験
し
ま
し
た
。
一
見
シ
ョ
ン
ボ
リ
状
態
の
苗
の
姿
で
心
配

の
よ
う
で
し
た
が
、
先
人
の
「
こ
れ
で
よ
い
の
で
す
」
と
い

う
言
葉
に
納
得
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。 

こ
ん
な
大
人
の
会
話
の
合
間
に
、
四
歳
の
Ｋ
く
ん
は
「
誰

に
も
云
わ
な
い
」
と
い
う
約
束
で
、
会
員
の
一
人
と
行
動
を

共
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ど
ん
な
感
動
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
！
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
か
ら
即
お
父
さ
ん
に
報
告
し
ま

 

牛
久
自
然
観
察
の
森
報
告 

斉
藤 

孝 

 

 

結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ 

作
戦
活
動
報
告 

 
 
 

斉
藤 

孝 

じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告 

本
多 

昭
子 

 

休憩タイム 
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し
た
。「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
！
」 

さ
つ
ま
い
も
の
畝
づ
く
り
で
撤
去
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
は
、

参
加
家
族
に
お
持
ち
帰
り
品
に
な
り
ま
し
た
。
も
の
す
ご

い
小
粒
や
ら
不
揃
い
で
す
が
、
ど
ん
な
形
の
ご
馳
走
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
一
時
二
〇
分
過
ぎ
に
は
道
具
を
洗
っ

て
片
付
け
て
散
会
に
な
り
ま
し
た
。 

第
四
回
目 

活
動
日 

六
月
七
日 

活
動
時
間
九
時
〜
十
一
時 

参
加
者 

十
一
名 

 
 
 

会
員
四
名
、
一
般
参
加
七
名
（
四
家
族
） 

活
動
内
容 

除
草
と
土
寄
せ 

 
 
 
 
 

里
芋
に
も
土
寄
せ
と
畝
づ
く
り 

里
芋
の
芽
は
雑
草
の
中
で
目
に
留
ま
り
に
く
い
の
で
除

草
は
プ
ロ
級
の
会
員
二
名
に
専
念
し
て
も
ら
う
。
そ
の
後
の

土
寄
せ
に
は
、
一
般
参
加
の
人
も
鍬
の
扱
い
を
教
わ
り
な

が
ら
三
畝
を
見
事
に
完
成
さ
せ
た
。 

じ
ゃ
が
い
も
は
雨
に
打
た
れ
て
生
え
際
か
ら
横
倒
し
に

広
が
っ
た
も
の
に
は
、
土
寄
せ
を
し
た
。
男
爵
の
花
が
少
な

い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
な
。
除
草
は
雨
後
だ
か
ら
容
易
で

は
な
い
。
里
芋
は
一
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
生
育
。 

あ
の
旨
味
は
、
収
穫
ま
で
の
長
期
間
か
け
る
こ
と
か
ら
こ
そ

作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
つ
ま
い
も
の
苗
は
元
気
な
姿

に
な
っ
て
い
た
の
で
植
え
た
皆
さ
ん
に
は
納
得
・
安
心
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。 

「
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
」
と
立
ち
寄
っ
た
の
が
因
果
で
最
後

ま
で
し
っ
か
り
と
手
伝
っ
て
く
れ
た
Ｔ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
相
互
の
精
神
で
体
験
学
習
に
は
何
時
で

も
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
」
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
は
、
畑

の
博
士
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

Ｋ
君
（
四
歳
）
の
今
日
の
宝
物
は
、
一
番
早
く
か
ら
動

い
て
い
た
彼
だ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
し
た
。
中
身
は
小
さ
い

も
の
を
集
め
た
も
の
。 

前
回
の
五
月
の
「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
」
気
に
か
け
て
い

て
く
れ
ま
し
た
。今
日
は
彼
の
期
待
に
は
添
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。
畑
に
専
念
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

休
憩
タ
イ
ム
に
は
、
Ｋ
さ
ん
の
こ
う
み
仕
立
て
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
ご
馳
走
で
し
た
。
こ
の
優
し
さ
が
森
の
畑
の
魅
力
を
倍

増
さ
せ
て
い
る
の
か
な
。 

収
穫
祭
ま
で
、
こ
の
後
の
二
回
ほ
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
。
収
穫
祭
は
七
月
十
九
日
で
す
。
当
日
の

み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

    

地
元
の
方
々
と
の
共
同
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
遠
山
・
成
井
地
区
） 

日 

時
：
七
月
六
日
（
日
）
八
時
〜
十
二
時 

内 

容
：
水
田
，
農
道
周
り
の
草
刈
り
作
業 

集 

合
：
成
井
公
会
堂
八
時
前
に
は
集
合
願
い
ま
す 

持
ち
物
：
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
長
袖
・
手
袋
） 

そ
の
他
：
お
弁
当
と
お
茶
を
用
意
し
ま
す
。 

 参
加
希
望
者
は
六
月
末
ま
で
に
坂
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

メ
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ル 
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第
二
回
植
物
ガ
イ
ド
「
初
夏
の
里
山
の
草
木
を
見
る
」 

 
 
 
 
 

 

六
月
十
四
日
（
土
）、
午
前
九
時
か
ら
三
時
間
半
、
豊

か
な
里
山
が
維
持
さ
れ
て
い
る
「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」

内
で
「
第
二
回
植
物
ガ
イ
ド
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
里
山
の
会
・
会
員
九
名
、
一
般
参
加
七
名
、
計
十

六
名
。
当
日
は
穏
や
か
な
五
月
晴
れ
。 

 

 

ま
ず
渡
辺
泰
さ
ん
か
ら
里
山
植
物
の
観
察
方
法
の
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
て
頂
き
、
牛
久
市
内
に
は
自
生
す
る
植
物
（
約

六
百
種
）
を
在
来
種
、
帰
化
種
、
絶
滅
危
惧
種
に
区
分
し
、

生
育
区
域
（
撹
乱
地
、
草
刈
地
、
落
葉
林
、
常
緑
林
、
湿

地
及
び
水
辺
）
毎
に
視
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

今
回
は
落
葉
樹
林
、
草
刈
地
、
常
緑
樹
林
の
草
木
を

順
々
に
観
察
し
、
視
覚
だ
け
で
な
く
触
覚
、
臭
覚
、
味
覚

等
を
使
う
こ
と
も
教
わ
り
ま
し
た
。
観
察
し
た
植
物
種
は

約
百
種
。
落
葉
樹
林
の
植
生
と
し
て
は
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
林
で

観
察
。
ク
ヌ
ギ
と
コ
ナ
ラ
が
木
肌
で
区
別
で
き
る
こ
と
、
赤

い
実
を
持
っ
た
野
性
の
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
が
庭
木
と
し
て

も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ノ
ア

ザ
ミ
、
ニ
ガ
ナ
等
も
綺
麗
な
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
絶
滅

危
惧
種
が
最
も
多
く
残
っ
て
い
る
生
育
地
域
は
落
葉
林
内

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
ク
ラ
ラ
を
確
認
で
き
ま
し
た
。 

草
刈
地
の
植
物
は
バ
ッ
タ
の
原
で
観
察
。
草
刈
地
に
は
多

く
の
外
来
種
が
生
育
し
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ

ク
サ
、
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
等
何
れ
も
外
来
種  

里
山
自
然
観
察
隊
活
動
報
告 

本
田 

寛 

 

 

南
部
の
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を
守
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会
お
知
ら
せ 

阿
部 

幸
浩 

うしく里山の会広報誌 さとやま                四面 



村の生活 

と
の
こ
と
。
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
の
小
さ
い
根
粒
を
観
察
し
、

マ
メ
科
植
物
と
根
粒
バ
ク
テ
リ
ア
と
の
共
生
を
学
び
、
美
し

い
紫
色
の
花
を
持
つ
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
果
実
の
小
さ
な
穴

か
ら
種
子
を
転
が
り
落
と
し
種
を
増
や
す
そ
の
巧
妙
な
繁

殖
方
法
が
面
白
い
と
思
い
、
在
来
種
の
ギ
シ
ギ
シ
と
帰
化
種

の
ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
の
葉
形
の
違
い
も
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

常
緑
樹
林
の
草
木
は
ヒ
グ
ラ
シ
の
林
等
で
観
察
。
ア
オ

キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヒ
サ
カ
キ
等
日
陰
で
も
力
強
く
生
育
す
る

種
と
エ
ビ
ネ
、
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
の
様
な
絶
滅
危
惧
種
が
同
じ

林
で
共
存
し
て
い
る
の
が
対
照
的
で
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
は

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
種
な
の
で
し
ょ
か
。
ア

オ
キ
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
よ
う
に
雌
雄
異
株
の

植
物
に
は
、
子
孫
を
残
す
方
法
の
逞
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
、
数
千
年
前
牛
久
に
海
が
迫
っ
て
い
た
証
の
タ
ブ
ノ

キ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
ツ
メ
ク
サ
類
に
及
ん
だ
観
察
会
に

参
加
し
、
時
間
・
空
間

の
広
大
さ
に
思
い
を
馳

せ
心
が
洗
わ
れ
た
思
い

が
し
ま
し
た
。 

 

尚
、
次
回
の
「
植
物

観
察
会
」
は
七
月
十
二

日
（
土
）、
観
察
の
森
駐

車
場
九
時
集
合
。 

観
察
場
所
は
小
野
川
沿

い
の
湿
地
（
水
田
）。 

問
い
合
わ
せ
先 

029-873-6426

（
平
塚
） 

                            

境
界
木
（
き
ょ
う
か
い
ぼ
く
） 

 

山
林
や
田
畑
な
ど
境
界
が
確
定
し
た

ら
、
隣
地
の
所
有
者
と
話
し
合
い
で
、

目
印
の
木
を
植
え
て
お
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
境
界
木
と
言
わ
れ
る
も
の

で
す
。
本
来
は
、
尾
根
筋
、
沢
筋
を
基

準
と
し
た
自
然
境
界
が
基
本
で
す
が
、

境
界
木
を
植
え
た
り
、
土
手
を
築
い
た

り
、
石
垣
を
組
ん
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
や
場
所
に
よ
っ

て
や
り
方
が
異
な
り
ま
す
。
植
え
ら
れ
る
木
は
ほ
ぼ
決
ま

っ
て
い
て
、
杉
林
の
境
界
に
は
檜
を
植
え
る
。
土
地
の
角
に

柿
の
木
を
植
え
る
な
ど
。
ち
な
み
に
牛
久
周
辺
で
は
畑
は

「
ウ
ツ
ギ
」、
山
林
は
「
カ
マ
ツ
カ
」
な
ど
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

境
界
と
い
う
も
の
が
は
っ
き
り
さ
れ
て
き
た
の
が
明
治

初
期
で
、
地
租
改
正
事
業
お
よ
び
地
押
調
査
事
業
と
言
う

国
の
事
業
で
「
区
画
」
と
「
地
番
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
口
に
「
境
界
」
と
言
っ
て
も
、
定
義
は
複
雑
で
、
不
動

産
登
記
法
で
い
う
「
筆
界
（
ひ
つ
か
い
）」
と
筆
界
で
囲
ま

れ
た
区
画
を
一
筆
地
と
い
い
ま
す
。
こ
の
筆
界
の
こ
と
を

「
公
法
」
上
の
境
界
と
い
っ
て
個
人
の
意
思
で
は
変
更
で
き

ま
せ
ん
。
そ
し
て
土
地
家
屋
調
査
士
が
扱
う
境
界
は
こ
の

筆
界
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

現
在
の
土
地
の
分
筆
等
の
登
記
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、

申
請
書
に
「
地
積
測
量
図
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ
の

地
積
測
量
図
に
は
、
原
則
、
当
該
土
地
の
境
界
標
を
記
載

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ク

ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
す
。
別
名
イ

ヌ
グ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
タ
ブ
ノ
キ
は
、

古
い
朝
鮮
語
の
「
丸
木
舟
を
作
る
木
」

が
訛
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
本
州
・
四
国
・
九
州
の
照
葉
樹

林
に
生
育
し
、
関
東
地
方
に
は
巨
木
が 

多
く
、
茨
城
県
指
定
の
天
然
記
念
物

「
波
崎
の
大
タ
ブ
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。
牛
久
で
は
、

牛
久
町
吉
田
正
氏
宅
の
裏
庭
と
城
中
町
木
村
勇
次

郎
氏
宅
西
側
の
牛
久
沼
東
斜
面
の
二
個
所
で
見
ら
れ

ま
す
。
吉
田
氏
宅
の
タ
ブ
ノ
キ
は
元
禄
年
間
、
鳥
が

持
っ
て
来
た
種
が
成
長
し
た
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

枝
振
り
は
大
き
く
広
が
り
、葉
が
枝
先
に
集
中
し
、

雄
大
な
樹
形
に
な
り
ま
す
。
小
枝
は
赤
み
を
帯
び
た

緑
色
。
葉
は
倒
卵
状
長
楕
円
形
で
互
生
し
、
先
は
や

や
急
に
突
出
し
て
鈍
頭
で
、
表
面
は
光
沢
が
あ
り
、

裏
面
は
や
や
粉
白
色
を
帯
び
ま
す
。
五
月
ご
ろ
、
枝

先
に
円
錐
花
序
を
出
し
、
径
九
ミ
リ
ほ
ど
の
黄
緑
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
樹
皮
は
、
八
丈
島
で
は
黄
八

丈
の
染
料
と
し
て
か
ば
色
を
だ
す
の
に
用
い
ら
れ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
村
尾
重
信
） 

今月の古木・希少木 
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そ
し
て
、
地
積
測
量
図
に
記
載
さ
れ
る
境
界
標
は
、
永

続
性
の
あ
る
石
杭
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、
合
成
樹
脂
、
ま

た
は
、
不
銹
鋼
等
の
耐
久
性
を
有
し
、
か
つ
容
易
に
移
動

し
な
い
よ
う
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
昭
和
五
十
二
年
九
月
三
日
法
務
省
民
事
局
第
三

課
長
）
と
言
う
こ
と
で
、
土
地
が
細
分
化
さ
れ
地
価
の
高

騰
な
ど
で
境
界
紛
争
が
多
発
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
上

記
の
よ
う
に
永
続
性
が
あ
っ
て
移
動
さ
れ
な
い
構
造
物
と

さ
れ
、
境
界
木
は
過
去
の
文
化
遺
産
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

弘
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「
牛
久
沼
周
辺
の
自
然
と
歴
史
を
考
え
よ
う
」 

六
月
十
四
日
（
土
）
恒
例
の
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
が
牛
久

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま

っ
た
の
は
、
十
一
家
族
二
十
九
人
で
牛
久
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
い
う
熱
心
な
家
族
ば
か
り
で
し
た
。
船
に
は
三
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
、
ア
ヤ
メ
園
の
自
然
観
察
↓
城
中
の
歴
史
探
検
↓
船

上
と
別
行
動
に
な
り
ま
し
た
が
、
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
最

高
の
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
日
と
な
り
ま
し
た
。 

普
段
見
ら
れ
な
い
牛
久
沼
を
船
上
か
ら
観
察
し
な
が
ら
、

船
長
の
大
野
清
さ
ん
か
ら
牛
久
沼
の
歴
史
・
櫻
井
庄
兵
衛
の

苦
労
話
や
都
市
化
の
波
で
水
質
が
悪
化
し
て
い
っ
た
経
緯
な

ど
を
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
こ
ん
な
大
事
な
牛
久
沼
を
も
っ

と
き
れ
い
に
し
た
い
ね
と
囁
く
親
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

約
四
〇
分
の
湖
上
観

察
か
ら
戻
り
、
今
度
は

城
中
の
歴
史
探
検
で
す
。 

 
 
 

六
千
年
前
は
海
水
面
が

六
メ
ー
ト
ル
も
高
く
、
牛

久
沼
は
海
の
底
だ
っ
た

と
い
う
説
明
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
証
拠
を
探
す
た

め
城
中
貝
塚
を
探
検
し

ま
し
た
。
旧
牛
久
城
の

一
部
に
な
る
丘
陵
の
上
に
今
で
も
貝
塚
が
現
存
し
ま
す
。
付

近
に
は
土
器
の
か
け
ら
も
あ
っ
て
、
当
時
の
縄
文
人
は
豊
か
な

食
生
活
を
し
て
い
た
証
し
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
立
っ
て

目
を
つ
ぶ
っ
て
み
る
と
、
渚
に
押
し
寄
せ
る
さ
ざ
波
の
音
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
子
供
た
ち
の
目
は
畑
に

釘
付
け
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
感
激
し
き
り
で
し
た
。 

貝
塚
を
後
に
し
た
一
行
は
、
小
川
芋
銭
の
生
家
で
あ
っ
た

雲
魚
亭
を
訪
れ
、
靴
を
脱
い
で
邸
内
を
見
学
。
そ
の
後
、
河

童
の
碑
、
陣
屋
跡
、
牛
久
城
の
土
塁
を
見
て
、
芋
銭
の
小
径

を
通
り
ア
ヤ
メ
園
に
戻
り
ま
し
た
。
全
員
の
到
着
を
待
っ
て
、

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。食
事

の
後
、
簡
さ
ん
か

ら
牛
久
の
民
話

「
か
っ
ぱ
松
」
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ

が
あ
り
、親
子
揃
っ

て
真
剣
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
船

長
の
大
野
さ
ん
の

お
話
や
参
加
者
の

感
想
な
ど
異
口
同

音
に
「
素
晴
ら
し

い
体
験
だ
っ
た
」
で

し
た
。 

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
石
神
さ
ん
、
戸
塚
さ
ん
、
成
井
さ
ん
、

假
谷
さ
ん
、
簡
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 
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自
然
観
察
出
前
講
座 

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
報
告 

坂 

弘
毅 

うしく里山の会広報誌 さとやま                六面 



 

    

う
し
く
里
山
の
会
で
は
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所

の
「
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
」
説
明
員
（
夏
休
み
期
間
中
）
を

四
年
前
か
ら
受
託
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
も
当
該
事
業
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
、
書
類
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 

 

受
託
は
ま
だ
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
先
行
募
集
を
い
た
し
ま
す
。 

 

内
容
・
つ
く
ば
ち
び
っ
子
博
士
の
会
場
に
な
る
、
も
り
の
展

示
ル
ー
ム
に
お
い
て
来
館
者
へ
の
説
明
業
務
。 

 

期
間
・
七
月
十
八
日
（
金
）
〜
八
月
三
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 

た
だ
し
、
お
盆
八
月
十
一
日
〜
十
五
日
は
休
館 

 

人
員
・
一
日
二
人 

 

担
当
業
務
・
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
の
開
館
か
ら
閉
館
ま
で

全
て
の
管
理
と
説
明
業
務
。 

 
 
 
 

（
鍵
の
解
錠
・
施
錠
、
Ｐ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
、
大
型

デ
ィ
ス
プ
イ
の
立
ち
上
げ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
操
作
、
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
の
清
掃
、
床
の
清
掃
、
実
験
道
具
の
チ

ェ
ッ
ク
、
水
の
補
給
、
配
付
資
料
の
手
配
、
来
館

者
へ
展
示
物
の
説
明
及
び
質
問
事
項
の
と
り
ま
と

め
、
業
務
日
誌
の
作
成
と
報
告
） 

 

募
集
条
件
・ 

 
 

■
展
示
ル
ー
ム
開
館
期
間
前
に
三
時
間
程
度
の
レ
ク
チ

ャ
ー
に
参
加
で
き
る
こ
と
（
必
須
）。
こ
の
レ
ク
チ

ャ
ー
で
研
究
成
果
等
全
て
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

方
。 

 
 

■
森
林
に
関
す
る
知
識
、
植
物
・
昆
虫
な
ど
の
研
究
ま 

た
は
調
査
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

案
内
業
務
や
説
明
業
務
の
知
識
と
経
験
を
有
す
る
こ 

と
。
責
任
感
の
あ
る
ひ
と
。 

以
上
が
今
年
度
の
仕
様
書
の
条
件
と
な
り
ま
す
。 

 

■
そ
の
他 

 
 

当
該
事
業
は
有
償
と
な
り
ま
す
。
日
当
お
よ
び
交
通
費 

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
お
弁
当
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
事
務
局
で
選
考
と
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

 

＊
入
札
で
不
採
用
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ 

の
節
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

希
望
者
は
七
月
十
一
日
ま
で
に
坂
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ 

い
。 

メ
ー
ル 

k
y
u
-
sa
k
a
@
y
c
4
.s
o
-
n
e
t
,
ne
,
j
p 

携
帯 

0
8
0
-
10
5
0
-
5
6
6
6 

 

      

６
月
度
運
営
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

■
夏
の
活
動
中
に
関
す
る
注
意
事
項 

 

①
夏
季
期
間
中
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
が
懸
念 

さ
れ
ま
す
。
警
報
（
防
災
う
し
く
等
）
が
出
た
ら
速
や 

か
に
屋
内
に
待
避
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

②
そ
ろ
そ
ろ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
繁
殖
期
に
入
り
ま
す
。
通 

常
で
は
七
月
か
ら
十
月
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
注 

意
し
て
く
だ
さ
い
。
森
に
は
い
る
と
き
な
ど
、
香
り
の 

強
い
香
水
・
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
・
整
髪
料
は
で
き
る
だ
け 

つ
け
な
い
こ
と
と
、
明
る
い
色
の
服
装
で
行
動
す
る
よ
う 

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
「
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
」
と
い 

う
蜂
の
毒
を
吸
い
出
す
器
具
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
イ
ベ
ン
ト
参
加 

 
 

八
月
二
十
四
日
に
下
根
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
予 

定
の
、「
う
し
く 

ニ
コ
ニ
コ 

エ
コ 

フ
ェ
ス
タ
」 

（
牛
久
市
青
年
会
議
所
主
催
）
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
会 

と
し
て
参
加
し
ま
す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
出
展
の 

準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
来
客 

 
 

七
月
十
三
日
、
小
美
玉
市
の
生
涯
学
習
課
よ
り
、
う
し 

く
里
山
の
会
を
視
察
し
た
い
旨
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

来
ら
れ
る
の
は
「
青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の
会
」 

一
行
で
す
。
う
し
く
里
山
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交 

換
お
よ
び
、
観
察
の
森
視
察
で
す
。 

森
林
総
合
研
究
所
受
託
事
業
の
お
知
ら
せ 

もりの展示ルーム 

木材の浮沈テスト 

うしく里山の会広報誌 さとやま                七面 



 

                            

                     
 

        

日 月 火 水 木 金 土 

   
 

１ 
○雑木林応援隊（畑） 

9:30 畑 
 

２ 

 

３ 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

４ 

 

５ 
 

６ 
○巨木リサーチ（受 

8:30 市役所玄関 

○南部の自然を守る会  

8:00 成井公会堂 

 

７ 休園日 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

８ 
○雑木林応援隊（畑） 
9:30 畑 

○巨木リサーチ（受 

  研修 

９ 
○巨木リサーチ
（受  研修 

１０ 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

１１ 

 

１２ 
○里山自然観察隊 
9:00 森 P 

○じゃがいも○そば 

9:00 畑 
●会報原稿〆切り 

１３ 
○雑木林応援隊 

9:00 ムジナ 

 

１４ 休園日 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

１５ 
○雑木林応援隊（畑） 
9:30 畑 

１６ 

 

１７ 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

１８ 

 

１９ 

○じゃがいも○そば 

9:00 畑 

○エコアップ作戦 

1:00ＮＣ 
 

２０ 

○運営委員会 9:00NC 

○エコアップ作戦 

 13:00NC 

２１ 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

２２ 休園日 
○雑木林応援隊（畑） 
9:30 畑 

２３ 休園日 
 

２４ 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

２５ 

 

２６ 
○巨木リサーチ（受 
8:30 得月院Ｐ 

２７ 

○雑木林応援隊 

9:00 炭小屋 

 

２８ 休園日 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

２９ 
○雑木林応援隊（畑） 

9:30 畑 

３０ 
○会報発送 

1:00ＮＣ 

３１ 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

  

広報委員会からのお知らせ 

 次号 7月号の印刷発送は７ 月３ ０ 日（水）午後 1時からです。お手伝いいただける方はネイチャーセ

ンターまでお越しください。よろしくお願いいたします。 

編
集
後
記 

六
月
十
四
日
朝
に
発
生
し
た
「
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
」
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
こ
の
時
間
、
ア
ヤ
メ

園
で
作
業
し
て
い
た
ら
池
や
畝
の
水
面
が
、
バ
ケ
ツ

を
ゆ
す
っ
た
よ
う
に
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
ゆ
れ
て
来
園
の

方
も
含
め
て
思
わ
ず
立
ち
す
く
み
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
こ
と
を
露
知
ら
ず
と
今
盛
ん
に
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ 

キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
！ 

私
た
ち
は
「
特
許
許
可
局
」「
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
」

な
ど
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
は
ア
フ
リ
カ
東
部
か
ら
イ

ン
ド
・
中
国
の
南
部
に
生
息
し
て
、
五
月
こ
ろ
に

日
本
に
来
る
渡
り
鳥
で
食
性
は
肉
食
で
毛
虫
を
好

ん
で
食
べ
る
よ
う
で
す
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
子
育

て
は
託
卵
と
い
っ
て
、
よ
く
ウ
グ
イ
ス
の
巣
な
ど
に

卵
を
産
み
つ
け
、
お
ま
け
に
ウ
グ
イ
ス
に
気
づ
か
れ

な
い
よ
う
ウ
グ
イ
ス
の
卵
を
一
つ
落
と
し
て
、
数
の

つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
子
育
て
を
任
せ
る
よ
う
で
す
。 

木
が
く
れ
で
茶
摘
と
き
け
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す
（
芭
蕉
） 

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
性
格
を
表
す
歌
に
も
あ

り
自
然
を
感
じ
さ
せ
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
す
が
、

一
部
人
間
の
世
界
に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
輝
雄
記
） 

うしく里山の会広報誌 さとやま                八面 

７月の里山カレンダー 

＊活動日は都合により変更になる場合がありますので、最新情報はホームページでご確認ください。 

凡例   森：観察の森  ＮＣ：ネイチャーセンター Ｐ：駐車場  炭小屋：観察の森梅林奥の炭小屋 畑：観察の森梅林奥の畑  
コジュケイ：観察の森コジュケイの林  観察舎畑：観察の森観察舎前の畑  ムジナ：結束町の雑木林 市役所：市役所本庁舎  

アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園  （受）：受託事業  休園日：観察の森休園日 


